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鳥取県北栄町由良地区および西園地区における稠密微動観測

Densely microtremor observation to estimation of subsurface structure

in Nishizono and Yura area, Hokuei Town, Tottori Prefecture, Japan
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　2016年鳥取県中部の地震の際に建物被害がみられた鳥取県北栄町由良および西園地区において稠密微動観

測を実施した．微動H/Vとその卓越周期と地盤構造モデルを求め，この結果をもとに地盤構造と地盤震動を把

握した。その結果，工学的基盤以浅の表層地盤の違いが，微動H/Vの形状や卓越周期の分布傾向に関係してい

ると考えられる．建物被害が特定の地域に多く見られた要因については，建物の耐震性だけでなく地盤震動特

性も大きく影響した可能性が高いことが分かった．
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